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令 和 ６ 年 蘭 越 町 議 会 第 ３ 回 定 例 会 会 議 録  

 

○ 開 会 及 び 閉 会  

  令 和 ６ 年  ９ 月 １ ９ 日  

   開  会   午 後  ３ 時 １ ２ 分  

   閉  会   午 後  ３ 時 ３ ７ 分  

 

○ 出 席 及 び 欠 席 議 員 の 氏 名  

  出 席 （ １ ０ 名 ）  １ 番   佐 々 木 雄 三    ２ 番   北 山  正 一  

３ 番   淀 谷   融    ５ 番   金 安  英 照  

６ 番   向 山   博    ７ 番   難 波  修 二  

８ 番   赤 石  勝 子    １ ０ 番  永 井   浩  

１ １ 番  熊 谷  雅 幸  

  欠 席 （  １ 名 ）  ９ 番   栁 谷   要  

 

○ 会 議 録 署 名 議 員  

  ３ 番  淀 谷   融   ５ 番  金 安  英 照  

 

○ 説 明 の た め に 出 席 し た 者 の 職 氏 名  

  町  長       金   秀 行   副 町 長       山 内   勲  

教 育 長       小 林  俊 也   総 務 課 長      渡 辺   貢  

税 務 課 長      名 越  義 博   住 民 福 祉 課 長    福 原  明 美  

健 康 推 進 課 長    谷 口  敦 哉   農 林 水 産 課 長    田 縁  幸 哉  

建 設 課 長      北 山  誠 一   商 工 労 働 観 光 課 長  水 上  昭 広  

総 務 課 参 事     今 野   満   教 育 次 長      梅 本  聖 孝  

   

○ 職 務 の た め 出 席 し た 事 務 局 職 員  

  事 務 局 長   津 村  智 之     書  記   和 田  慎 一  

 

○ 議 事 日 程  

  日 程 第 １   認 定 第 １ 号    令 和 ５ 年 度 蘭 越 町 一 般 会 計 歳 入 歳 出  

                決 算 の 認 定 に つ い て  

        認 定 第 ２ 号    令 和 ５ 年 度 後 志 公 平 委 員 会 特 別 会 計  

                歳 入 歳 出 決 算 の 認 定 に つ い て  
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        認 定 第 ３ 号    令 和 ５ 年 度 蘭 越 町 地 域 振 興 事 業 特 別  

                会 計 歳 入 歳 出 決 算 の 認 定 に つ い て  

        認 定 第 ４ 号    令 和 ５ 年 度 蘭 越 町 国 民 健 康 保 険 特 別  

                会 計 歳 入 歳 出 決 算 の 認 定 に つ い て  

        認 定 第 ５ 号    令 和 ５ 年 度 蘭 越 町 後 期 高 齢 者 医 療 特  

                別 会 計 歳 入 歳 出 決 算 の 認 定 に つ い て  

        認 定 第 ６ 号    令 和 ５ 年 度 蘭 越 町 介 護 保 険 サ ー ビ ス  

                事 業 特 別 会 計 歳 入 歳 出 決 算 の 認 定 に  

                つ い て  

        認 定 第 ７ 号    令 和 ５ 年 度 蘭 越 町 温 泉 旅 館 幽 泉 閣 事  

                業 特 別 会 計 歳 入 歳 出 決 算 の 認 定 に つ  

                い て  

        認 定 第 ８ 号    令 和 ５ 年 度 蘭 越 町 特 産 品 開 発 事 業 特  

                別 会 計 歳 入 歳 出 決 算 の 認 定 に つ い て  

        認 定 第 ９ 号    令 和 ５ 年 度 蘭 越 町 簡 易 水 道 事 業 会 計  

                決 算 の 認 定 に つ い て  

        認 定 第 １ ０ 号   令 和 ５ 年 度 蘭 越 町 農 業 集 落 排 水 事 業  

                会 計 利 益 の 処 分 及 び 決 算 の 認 定 に つ  

                い て  

  日 程 第 ２   報 告 第 １ 号    健 全 化 判 断 比 率 及 び 資 金 不 足 比 率 に  

                つ い て  

  日 程 第 ３   報 告 第 ２ 号    所 管 事 務 調 査 の 中 間 報 告 に つ い て  

                （ 総 務 文 教 常 任 委 員 会 ）  

  日 程 第 ４   報 告 第 ３ 号    所 管 事 務 調 査 の 中 間 報 告 に つ い て  

                （ 経 済 建 設 常 任 委 員 会 ）  

日 程 第 ５   報 告 第 ４ 号    例 月 出 納 検 査 結 果 報 告  

日 程 第 ６   承 認 第 １ 号    閉 会 中 の 継 続 調 査 申 出 書 （ 議 会 運 営  

                委 員 会 ）  
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○ 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  た だ い ま の 出 席 議 員 は ９ 名 で あ り ま す 。  

た だ ち に 本 日 の 会 議 を 開 き ま す 。  

本 日 の 議 事 日 程 は 、お 手 元 に 配 布 し て お り ま す の で 、御 了 承 願 い ま

す 。  

 

○ 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  日 程 第 １ 、 認 定 第 １ 号 か ら 認 定 第 １ ０ 号 ま で 令

和 ５ 年 度 蘭 越 町 一 般 会 計 及 び 各 特 別 会 計 歳 入 歳 出 決 算 の 認 定 に つ い

て 、 各 公 営 企 業 会 計 の 認 定 に つ い て を 一 括 議 題 と い た し ま す 。  

決 算 特 別 委 員 会 委 員 長 の 報 告 を 求 め ま す 。  

１ ０ 番 永 井 議 員 。  

 

○ １ ０ 番 （ 永 井 浩 ）  た だ い ま 一 括 上 程 さ れ ま し た 、 認 定 第 １ 号 か

ら 認 定 第 １ ０ 号 ま で の 令 和 ５ 年 度 蘭 越 町 一 般 会 計 及 び 各 特 別 会 計 歳

入 歳 出 の 決 算 の 認 定 、 各 公 営 企 業 会 計 決 算 の 認 定 に つ い て 、 審 査 結

果 を 御 報 告 い た し ま す 。  

９ 月 １ ７ 日 に 設 置 さ れ 、 決 算 特 別 委 員 会 に 付 託 さ れ ま し た 認 定 第

１ 号 か ら 認 定 第 １ ０ 号 ま で に つ い て 、本 日 、委 員 会 を 開 催 し 、提 出 さ

れ た 決 算 書 及 び 付 属 資 料 に よ り 、 予 算 の 執 行 が 効 果 的 か つ 適 切 に 処

理 さ れ て い る か 、 慎 重 に 審 査 い た し ま し た 。  

そ の 結 果 、 令 和 ５ 年 度 蘭 越 町 農 業 集 落 排 水 事 業 会 計 利 益 の 処 分 に

つ い て は 、 原 案 の と お り 可 決 し 、 令 和 ５ 年 度 蘭 越 町 一 般 会 計 及 び 各

特 別 会 計 歳 入 歳 出 決 算 、 各 公 営 企 業 会 計 決 算 は 、 い ず れ も 認 定 す べ

き も の と 決 定 い た し ま し た の で 、 御 報 告 申 し 上 げ ま す 。  

以 上 で ご ざ い ま す 。  

 

○ 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  以 上 で 委 員 長 の 報 告 を 終 わ り ま す 。  

お 諮 り い た し ま す 。  

決 算 特 別 委 員 会 の 構 成 は 議 員 全 員 で あ り ま す 。 よ っ て 、 た だ い ま

の 委 員 長 報 告 に 対 す る 質 疑 、 討 論 に つ い て は 、 省 略 し た い と 思 い ま

す 。  

御 異 議 あ り ま せ ん か 。  

（ 「 異 議 な し 」 と 呼 ぶ 者 あ り ）  

異 議 な し と 認 め ま す 。  

よ っ て 、 質 疑 、 討 論 は 省 略 す る こ と に 決 定 い た し ま し た 。  
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た だ ち に 採 決 に 入 り ま す 。  

こ れ よ り 、 日 程 第 １ 、 認 定 第 １ 号 か ら 認 定 第 １ ０ 号 ま で 令 和 ５ 年

度 蘭 越 町 一 般 会 計 及 び 各 特 別 会 計 歳 入 歳 出 決 算 の 認 定 、 各 公 営 企 業

会 計 決 算 の 認 定 に つ い て を 一 括 で 採 決 を い た し ま す 。  

お 諮 り い た し ま す 。  

委 員 長 報 告 の と お り 、 農 業 集 落 排 水 事 業 会 計 利 益 の 処 分 に つ い て

は 、原 案 の と お り 可 決 し 、各 会 計 決 算 は 認 定 す る こ と に 、御 異 議 あ り

ま せ ん か  

（ 「 異 議 な し 」 と 呼 ぶ 者 あ り ）  

異 議 な し と 認 め ま す 。  

よ っ て 、 本 決 算 は 委 員 長 の 報 告 の と お り 可 決 及 び 認 定 す る こ と に

決 定 い た し ま し た 。  

 

○ 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  日 程 第 ２ 、 報 告 第 １ 号 健 全 化 判 断 比 率 及 び 資 金

不 足 比 率 に つ い て を 議 題 と い た し ま す 。  

 提 案 理 由 の 説 明 を 求 め ま す 。  

 渡 辺 総 務 課 長 。  

 

○ 総 務 課 長（ 渡 辺 貢 ） た だ い ま 上 程 さ れ ま し た 、報 告 第 １ 号 健 全 化 判 断

比 率 及 び 資 金 不 足 比 率 に つ い て 、 御 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

地 方 公 共 団 体 の 財 政 の 健 全 化 に 関 す る 法 律 の 規 定 に よ り 、 財 政 の 健 全

化 や 再 生 の 必 要 性 を 判 断 す る も の と し て 、 実 質 赤 字 比 率 、 連 結 実 質 赤 字

比 率 、 実 質 公 債 費 比 率 、 将 来 負 担 比 率 の 四 つ の 財 政 指 標 を 健 全 化 判 断 比

率 と し て 定 め 、 さ ら に 、 公 営 企 業 の 経 営 健 全 化 を 促 す 基 準 と し て 資 金 不

足 比 率 が 定 め ら れ て お り ま す 。  

な お 、こ れ ら の 指 標 に つ き ま し て は 、毎 年 度 、前 年 度 の 決 算 に 基 づ き 、

監 査 委 員 の 審 査 に 付 し た 上 で 、 そ の 意 見 を 付 け て 議 会 に 報 告 し 、 公 表 す

る こ と に な っ て お り ま す 。  

ま た 、こ の 健 全 化 判 断 比 率 が 、早 期 健 全 化 基 準 、財 政 健 全 化 基 準 を 超 え

ま す と 、 一 部 起 債 の 借 入 が 制 限 さ れ た り 、 健 全 化 を 図 る た め の 財 政 再 生

計 画 を 策 定 す る こ と に な り ま す 。  

そ れ で は 、 次 の ペ ー ジ の 健 全 化 判 断 比 率 に つ い て 御 説 明 い た し ま す 。  

は じ め に 、実 質 赤 字 比 率 に つ い て で す が 、こ の 比 率 は 、普 通 会 計 の 実 質

赤 字 額 の 標 準 財 政 規 模 に 対 す る 比 率 で ご ざ い ま す 。  
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本 町 の 令 和 ５ 年 度 普 通 会 計 の 実 質 収 支 額 は 、３ 億 ８ ，１ ５ ０ 万 ９ ，０ ０

０ 円 の 黒 字 で 、マ イ ナ ス 比 率 マ イ ナ ス １ ０ ．０ ％ と な る こ と か ら 、実 質 赤

字 比 率 は 発 生 い た し ま せ ん 。  

次 に 、 連 結 実 質 赤 字 比 率 で す が 、 こ れ は 普 通 会 計 に 特 別 会 計 と 公 営 企

業 会 計 を 合 わ せ た 連 結 数 値 の 赤 字 の 割 合 を 示 す 比 率 で ご ざ い ま す 。  

本 町 の 場 合 、こ れ ら 全 会 計 の 実 質 収 支 額 は 、４ 億 ２ ，２ ３ ９ 万 ４ ，０ ０

０ 円 の 黒 字 で 、 こ ち ら も マ イ ナ ス 比 率 マ イ ナ ス １ １ ． ０ ８ ％ と な り ま す

こ と か ら 連 結 実 質 赤 字 比 率 は 発 生 い た し ま せ ん 。  

次 に 、 実 質 公 債 費 比 率 で ご ざ い ま す が 、 １ ０ ． ６ ％ で す 。  

 実 質 公 債 費 比 率 は 、一 般 会 計 が 負 担 す る 元 利 償 還 金 、ま た 、上 下 水 道 事

業 等 の 公 営 企 業 や 一 部 事 務 組 合 な ど 、 元 利 償 還 金 に 充 て る 一 般 会 計 か ら

の 繰 出 金 な ど を 加 え た 経 費 の 標 準 財 政 規 模 を 基 本 と し た 額 に 対 す る 比 率

で 、 過 去 ３ 年 間 の 平 均 値 で 示 す こ と と さ れ て お り ま す 。  

令 和 ５ 度 は 、 令 和 ４ 度 の 実 質 公 債 費 比 率 １ ０ ． ８ ％ と 比 較 し て 、 ０ ．

２ ％ の 減 少 と な っ て お り ま す 。  

な お 、 早 期 健 全 化 基 準 は ２ ５ ％ と な っ て お り ま す 。  

 次 に 、将 来 負 担 比 率 に つ い て で す が 、こ の 比 率 は 、一 般 会 計 等 が 将 来 負

担 す べ き 実 質 的 な 負 債 の 標 準 財 政 規 模 に 対 す る 比 率 で ご ざ い ま す が 、 令

和 ５ 年 度 は 、令 和 ４ 年 度 と 同 様 、マ イ ナ ス 比 率 マ イ ナ ス ５ ３ ．７ ％ で ご ざ

ま し て 、 将 来 負 担 比 率 は 発 生 い た し ま せ ん 。  

財 政 調 整 基 金 、 公 共 施 設 整 備 基 金 を は じ め と す る 各 種 基 金 の 充 実 が 主

な 要 因 と な り ま す 。  

な お 、 早 期 健 全 化 基 準 は ３ ５ ０ ％ と な っ て お り ま す 。  

 次 に 、 資 金 不 足 比 率 に つ い て 御 説 明 い た し ま す 。  

 資 金 不 足 比 率 は 、 公 営 企 業 に お け る 、 資 金 不 足 額 の 営 業 収 益 な ど に 対

す る 比 率 で ご ざ い ま す が 、本 町 に お い て は 、幽 泉 閣 事 業 、簡 易 水 道 事 業 、

農 業 集 落 排 水 事 業 と 全 会 計 余 剰 額 が あ り 、 資 金 不 足 比 率 は 発 生 い た し ま

せ ん 。  

ま た 、 経 営 健 全 化 基 準 は ２ ０ ％ と な っ て お り ま す 。  

な お 、監 査 委 員 の 審 査 は 、８ 月 ２ ３ 日 に 実 施 い た だ い て お り ま し て 、審

査 意 見 書 も 併 せ て 添 付 し て お り ま す 。  

地 方 公 共 団 体 の 財 政 の 健 全 化 に 関 す る 法 律 第 ３ 条 第 １ 項 及 び 第 ２ ２ 条

第 １ 項 の 規 定 に よ り 、 議 会 に 報 告 す る も の で す 。  

 以 上 で 説 明 を 終 わ り ま す 。  
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○ 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  こ れ を も っ て 報 告 を 終 わ り ま す 。  

 

○ 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  日 程 第 ３ 、 報 告 第 ２ 号 所 管 事 務 調 査 の 中 間 報

告 に つ い て 、 総 務 文 教 常 任 委 員 長 か ら 報 告 願 い ま す 。  

 ７ 番 難 波 議 員 。  

 

〇 ７ 番 （ 難 波 修 二 ）  た だ い ま 上 程 さ れ ま し た 、 報 告 第 ２ 号 総 務 文

教 常 任 委 員 会 所 管 事 務 調 査 に つ い て 報 告 い た し ま す 。  

令 和 ６ 年 第 ２ 回 蘭 越 町 議 会 定 例 会 に お い て 、 閉 会 中 の 継 続 審 査 の

承 認 を 受 け 、 令 和 ６ 年 ７ 月 １ ８ 日 に 教 育 委 員 会 に 関 す る 所 管 事 務 調

査 を 行 い ま し た 。  

出 席 委 員 は 、 総 務 文 教 常 任 委 員 会 全 員 の ほ か 、 経 済 建 設 常 任 委 員

会 か ら ２ 名 の オ ブ ザ ー バ ー 参 加 が あ り ま し た 。  

本 年 度 第 １ 回 の 所 管 事 務 調 査 は 、 各 学 校 を 訪 問 し て 、 児 童 生 徒 の

授 業 を 参 観 す る と と も に 、学 校 の 取 組 等 に つ い て 説 明 を 受 け ま し た 。 

夏 休 み 前 の 多 忙 な 時 期 に 対 応 を し て い た だ い た 各 学 校 に 感 謝 い た

し ま す 。  

は じ め に 、 昆 布 小 学 校 を 訪 問 し ま し た 。  

今 年 度 の １ 年 生 は １ ５ 人 と 大 人 数 で し た が 、 ３ か 月 が 過 ぎ て 、 学

級 全 体 も 落 ち 着 き 、 集 中 し て 授 業 に も 取 り 組 ん で お り ま し た 。  

３ 、４ 年 生 は 教 頭 先 生 も 教 科 指 導 を 行 い 、３ 年 は 外 国 語 活 動 、４ 年

は 理 科 の 授 業 に 取 り 組 ん で お り ま し た 。  

５ 、 ６ 年 生 は 国 語 の 複 式 授 業 で し た が 、 間 接 指 導 中 の 児 童 に よ る

学 習 の 進 め 方 も 非 常 に 定 着 し て い る 様 子 で し た 。  

昆 布 小 学 校 は 、 移 住 し て こ ら れ た 保 護 者 の 方 が 多 く 、 し か も ２ 割

以 上 の 児 童 が 外 国 籍 と い う 国 際 色 豊 か な 環 境 に あ り ま す が 、 各 家 庭

と の 連 携 を 密 に と り 、 一 層 の 教 育 活 動 の 充 実 に あ た ら れ る よ う お 願

い い た し ま す 。  

９ 月 に 創 立 １ ２ ０ 周 年 を 迎 え ま す が 、 コ ロ ナ 禍 で 一 時 停 滞 し た Ｐ

Ｔ Ａ 活 動 も 盛 ん に な り 、 夏 休 み に は 記 念 の 子 ど も 花 火 大 会 が 開 催 さ

れ ま す 。  

次 に 、 蘭 越 小 学 校 を 訪 問 し ま し た 。  

６ 学 年 の 普 通 学 級 、こ ぶ し ４ 学 級 、通 級 指 導 ２ 教 室 と 、学 校 全 体 の
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運 営 は 難 し さ が あ る た め 、 町 配 置 の 支 援 員 ３ 人 に 加 え て 、 新 た に 地

域 学 校 協 働 推 進 員 を 含 め て 、 い ろ い ろ な 教 師 が 児 童 一 人 一 人 に 関 わ

る 学 校 づ く り を 目 標 に 、 運 営 に 努 め て ま い り ま し た 。  

ま た 、 経 験 の 浅 い 教 員 に は 、 複 数 の 先 輩 教 員 が 指 導 に 当 た る 様 子

も 見 受 け ら れ ま し た 。  

医 療 ケ ア 児 へ の 看 護 師 配 置 は 、 児 童 の 成 長 に 伴 い 医 療 行 為 も 軽 減

さ れ て お り 、 他 児 童 へ の 看 護 な ど 有 効 活 用 に 努 め て い る と の こ と で

し た 。  

タ ブ レ ッ ト の 使 用 は 、 児 童 数 の 多 さ や 教 員 の 習 熟 度 等 に よ り 、 活

用 が 十 分 に は で き て い な い よ う で し た の で 、 一 層 の 取 組 を 期 待 い た

し ま す 。  

児 童 の 読 書 週 間 、週 間 の 字 が ち ょ っ と 間 違 っ て お り ま す 。習 い 、習

い 慣 れ る の ほ う の 習 慣 で す 。  

児 童 の 読 書 習 慣 や 図 書 室 の 運 営 状 況 に つ い て は 、 花 一 会 図 書 館 の

献 身 的 な 支 援 に よ り 、非 常 に 成 果 を 上 げ て い る と 報 告 が あ り ま し た 。 

続 い て 、 蘭 越 町 中 学 校 を 訪 問 し ま し た 。  

生 徒 は 明 る く 元 気 で 授 業 中 も よ く 声 を 出 す し 、 特 に 英 語 を 話 せ る

生 徒 が 多 い よ う で す 。  

確 か な 学 力 定 着 の た め 、 夏 休 み 期 間 中 に は タ ブ レ ッ ト の 持 ち 帰 り

と Ａ Ｉ ド リ ル 学 習 の 取 組 を 予 定 し て い る と の こ と で し た 。  

多 く の 競 技 で 全 道 大 会 出 場 を 果 た す な ど 、 生 徒 の 部 活 動 で の 活 躍

が 素 晴 ら し く 、 作 品 応 募 で は 全 道 最 優 秀 賞 を 受 賞 す る 生 徒 も お り 、

文 化 ス ポ ー ツ 面 で も 非 常 に 成 果 が 見 ら れ る と 報 告 が あ り ま し た 。  

１ 年 生 の 英 語 で は 、 担 任 と Ａ Ｌ Ｔ が 連 携 し 、 オ ー ル イ ン グ リ ッ シ

ュ の 授 業 を 行 っ て い ま し た 。  

生 徒 が タ ブ レ ッ ト を 駆 使 し て 、 ク イ ズ 形 式 で 英 単 語 を 楽 し み な が

ら 覚 え る 、 生 徒 の 元 気 な 声 が １ 時 限 い っ ぱ い 絶 え な い 素 晴 ら し い 授

業 で あ る と 感 じ ま し た 。  

最 後 に 、 学 校 教 育 全 般 に つ い て 報 告 し ま す 。  

昆 布 小 学 校 か ら エ ア コ ン 設 置 で 学 習 環 境 が 大 変 向 上 し た と 謝 意 が

あ り ま し た 。  

他 の 学 校 で は 、 扇 風 機 と 大 音 量 の 冷 風 機 で 暑 さ 対 策 を し な が ら 設

置 を 待 っ て い る 状 況 で す 。  

蘭 越 小 学 校 は 今 年 度 中 に 、 蘭 越 中 学 校 で は 仮 設 教 室 の み に 設 置 さ
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れ て お り ま す の で 、 早 期 設 置 に 努 め て い た だ き た い 。  

中 学 校 大 規 模 改 修 工 事 に つ い て は 、 工 事 の 騒 音 に 配 慮 し な が ら 施

工 さ れ て お り 、 今 の と こ ろ 大 き な 支 障 は な い と の こ と で し た が 、 今

後 に つ い て も 、 テ ス ト 期 間 中 や 受 験 期 を 控 え た 時 期 の 工 事 に つ い て

は 、 学 校 と 連 携 を 密 に し 、 特 段 の 配 慮 を お 願 い し た い 。  

学 校 給 食 に つ い て で す が 、 蘭 越 町 の 学 校 給 食 は 以 前 か ら 美 味 し さ

に 定 評 が あ り ま す が 、 新 任 の 先 生 か ら お 米 の 美 味 し さ 、 手 作 り の 副

菜 が 多 い こ と 、 食 器 の 良 さ 等 に 評 価 を い た だ き ま し た 。  

試 食 し た 給 食 は 、 町 内 の 山 菜 を 具 材 に し た 蘭 越 カ レ ー ラ イ ス で し

た が 、 今 後 も 皆 さ ん に 喜 ば れ る 給 食 づ く り を お 願 い い た し ま す 。  

特 別 支 援 教 育 に つ い て で す が 、 支 援 を 必 要 と す る 児 童 生 徒 に 可 能

な 限 り 対 応 す る た め 、 町 独 自 に 支 援 員 や 看 護 師 の 配 置 に 努 め て い た

だ い て お り ま す が 、 特 別 支 援 教 育 の 充 実 に は 、 今 後 も 力 を 注 い で い

た だ き た い 。  

以 上 、 総 務 文 教 常 任 委 員 会 所 管 事 務 調 査 の 報 告 を 終 わ り ま す 。  

 

〇 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  こ れ を も っ て 報 告 を 終 わ り ま す 。  

 

○ 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  日 程 第 ４ 、 報 告 第 ３ 号 所 管 事 務 調 査 の 中 間 報

告 に つ い て 、 経 済 建 設 常 任 委 員 長 か ら 報 告 願 い ま す 。  

 ８ 番 赤 石 議 員 。  

 

〇 ８ 番 （ 赤 石 勝 子 ）  た だ い ま 上 程 さ れ ま し た 、 報 告 第 ３ 号 経 済 建

設 常 任 委 員 会 所 管 事 務 調 査 に つ い て 御 報 告 い た し ま す 。  

令 和 ６ 年 ６ 月 ２ ７ 日 に 農 林 水 産 課 に 関 す る 所 管 事 務 調 査 を 行 い ま し

た 。  

皆 様 に 調 査 報 告 書 を お 配 り し て お り ま す の で 、 要 点 の み 報 告 さ せ

て い た だ き ま す 。  

ま ず は じ め に 、 果 樹 振 興 支 援 事 業 に つ い て で す が 、 醸 造 用 ぶ ど う

の 加 工 販 売 に 取 り 組 ん で い る 農 業 者 に 対 し 、 果 樹 の 苗 木 等 購 入 経 費

等 に つ い て 補 助 す る こ と を 目 的 と し て 、 こ れ ま で の 加 工 農 産 物 生 産

支 援 事 業 を 廃 止 し 、 新 た に 果 樹 振 興 支 援 事 業 と し て 販 売 流 通 経 費 や

鳥 獣 被 害 防 止 経 費 な ど の 補 助 対 象 経 費 の 見 直 し を 行 っ た と の 説 明 を

受 け ま し た 。  
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本 町 は ぶ ど う 産 地 と し て 有 望 地 で あ る と の こ と で す の で 、 今 後 は

適 地 を 求 め て 参 入 さ れ る 方 も 想 定 さ れ ま す の で 、 そ の 対 応 に つ い て

も 準 備 が 必 要 と 考 え ま す 。  

次 に 、 新 規 就 農 者 育 成 対 策 事 業 に つ い て で す が 、 昨 年 度 か ら ５ 年

の 時 限 と い う こ と で 実 施 さ れ て お り ま す 。  

６ 年 度 の 状 況 に つ い て は 、 研 修 生 が 昨 年 度 か ら の 継 続 で ４ 名 、 新

規 就 農 、 新 規 参 入 が ２ 名 、 親 元 就 農 が １ 名 と の 説 明 を 受 け ま し た 。  

新 規 就 農 者 を 受 け 入 れ て い く た め に は 、 住 ま い と 土 地 、 水 の 確 保

が 一 番 大 事 で あ る と 感 じ ま し た の で 、 今 後 の 受 入 体 制 の 検 討 も 必 要

で あ る と 考 え ま す 。  

次 に 、 有 機 農 業 ・ ス マ ー ト 農 業 の 取 組 に つ い て で す 。  

有 機 農 産 物 は 、 Ｊ Ａ Ｓ 法 の 基 準 に 従 っ て 生 産 さ れ 、 国 が 認 め た 第

三 者 機 関 の 審 査 認 証 を 受 け る こ と に な る と の こ と で す が 、 Ｊ Ａ Ｓ 認

証 に は 製 品 の 差 別 化 等 の メ リ ッ ト が あ り ま す が 、 認 証 に 要 す る 費 用

負 担 や 書 類 整 備 の 煩 雑 さ 等 が 課 題 と な っ て い る と の こ と で し た 。  

ま た 、 現 在 建 設 中 の 醸 造 会 社 で 、 無 農 薬 無 化 学 肥 料 栽 培 の ら ん こ

し 米 を 原 料 と し た 日 本 酒 の 製 造 が 計 画 さ れ て い る と の こ と で 、 町 と

し て も 、 原 料 確 保 に 協 力 し て い く と の 説 明 を 受 け ま し た 。  

有 機 栽 培 の ハ ー ド ル は 非 常 に 高 い と 思 わ れ ま す の で 、 十 分 協 議 を

し な が ら 進 め て い た だ き 、 今 後 は 有 機 栽 培 米 が 中 心 に な る の で は と

の 話 も あ り ま す の で 、 今 後 は 有 機 へ の 転 換 の 検 討 も 必 要 で あ る と 考

え ま す 。  

ス マ ー ト 農 業 に つ い て は 、 令 和 ３ 年 に 生 産 者 が ス マ ー ト 農 業 研 究

会 を 立 ち 上 げ 、 省 力 ・ 低 コ ス ト セ ミ ナ ー へ の 参 加 に よ る 研 修 や 視 察

等 の 取 組 を 行 っ て い る と の こ と で し た 。  

本 町 に お け る ス マ ー ト 農 業 技 術 の 導 入 状 況 は 、 直 進 ア シ ス ト 機 能

付 き 田 植 機 な ど の 作 業 機 械 数 台 が 導 入 さ れ て い る と の こ と で す 。  

ま た 、 現 地 調 査 と し て 、 ス マ ー ト 農 業 に 取 り 組 ま れ て い る 農 業 者

の ほ 場 を 視 察 さ せ て い た だ き ま し た が 、 非 常 に 先 進 的 な 取 り 組 み を

行 っ て お り 、 農 作 業 の 効 率 化 や 、 労 働 力 の 軽 減 に 繋 が る も の と 感 じ

ま し た 。 ス マ ー ト 農 業 の 今 後 の 更 な る 推 進 に 期 待 し て お り ま す 。  

以 上 、 経 済 建 設 常 任 委 員 会 所 管 事 務 調 査 の 報 告 を 終 わ り ま す 。  

 

〇 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  こ れ を も っ て 報 告 を 終 わ り ま す 。  
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○ 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  日 程 第 ５ 、 報 告 第 ４ 号 例 月 出 納 検 査 報 告 に つ

い て 、 代 表 監 査 委 員 か ら 報 告 が あ り ま し た の で 、 そ の 写 し を お 手 元

に 配 布 い た し ま し た の で 、 御 了 承 願 い ま す 。  

 

○ 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  日 程 第 ６ 、 承 認 第 １ 号 閉 会 中 の 継 続 調 査 申 出

を 議 題 と い た し ま す 。  

議 会 運 営 委 員 長 か ら 会 議 規 則 第 ７ ５ 条 の 規 定 に よ り 、 本 会 議 の 会

期 日 程 等 、 議 会 の 運 営 に 関 す る 事 項 に つ い て 、 閉 会 中 の 継 続 調 査 の

申 出 が あ り ま す 。  

お 諮 り い た し ま す 。  

 議 会 運 営 委 員 長 か ら の 申 出 の と お り 、 閉 会 中 の 継 続 調 査 と す る こ

と に 御 異 議 あ り ま せ ん か 。  

（ 「 異 議 な し 」 と 呼 ぶ 者 あ り ）  

異 議 な し と 認 め ま す 。  

よ っ て 、 委 員 長 か ら 申 出 の と お り 、 調 査 終 了 ま で 閉 会 中 の 継 続 調

査 を す る こ と に 決 定 い た し ま し た 。  

 

○ 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  以 上 を も っ て 、 本 定 例 会 に 付 議 さ れ た 案 件 の 審 議

は 、 全 部 終 了 い た し ま し た 。  

こ れ に て 、 令 和 ６ 年 第 ３ 回 蘭 越 町 議 会 定 例 会 を 閉 会 い た し ま す 。  

 

午 後  ３ 時 ３ ７ 分  閉 会  

 


